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1111．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

1-1．研究背景  

近年、空調機器の技術が発達したことにより、建築的な

工夫を施さなくとも、室内環境をある程度自由にコントロー

ルできるようになった。しかし、建築の設計においては、密

閉された空間で生活を送っていくような、建物の内と外を

切り離して考えるのではなく、下図１，２の山見の家のように、

外的自然要素を上手く制御・利用することで、内と外を結

びつけることができ、より快適な空間を実現する。 

このように空調機器に依存し過ぎることなく、光や風など

の自然要素を有効に利用して快適な空間を設計すること

をパッシブデザインと呼ぶ。 

 

 

1-2．研究目的 

パッシブ手法を用いることは、住宅における省エネルギ

ー化に繋がるだけでなく、そこで暮らす人の心理に良い影

響が現れる。しかし、パッシブ手法を体系的に整理された

ものはなく、このような設計手法を把握することは今後の住

宅設計には必要と考えた。そこで、現在の住宅建築ではど

のようなパッシブ手法が用いられ、どのような心理効果が期

待されるのかを把握し、各手法の使用傾向を捉えることを

第一の目的とする。また、各手法の使用頻度の違いの要

因は何かを把握することを第二の目的とする。 

2222．．．．研究調査研究調査研究調査研究調査・・・・方法方法方法方法    

2-1．調査対象 

本研究では、現代の住宅建築を豊富に取り扱っている

『新建築住宅特集』の2003年から2006年に掲載された専

用住宅を調査範囲とする。この中から室内環境を快適に

するための温熱面における建築的な工夫が施してあり、解

説文などによって設計者の意図が明確に表れているもの

を調査対象とした。なお、パッシブ手法とアクティブ手法を

併用したハイブリッドデザイン主体の事例は本研究では取

り扱わない。選定した事例数は表１に示す。 

年 掲載総数 調査選定数
パッシブデザイン
住宅の選定数

ハイブリッドデザイン
住宅の選定数

2003 179例 58例 39例 18例
2004 179例 52例 31例 21例
2005 181例 61例 38例 24例
2006 171例 52例 23例 29例
計 710例 223例 131例 92例

表１　調査事例数

 

2-2．分析要素 

自然要素には光、風、熱などが挙げられる。光は照度を

上げる働きのあるものを「日照」、室温を上げる働きをする

ものは「日射」と表す。 

制御原理は、集熱、蓄熱、遮熱、断熱、通風・換気、蓄

冷、採光の7要素に大別し、建築的要素は空間・配置構成、

屋根部、床部、壁部に分けた。 

心理的効果では、ヒトが生活する上で快適だと感じるこ

とができるものとする。聴覚や視覚的な効果もヒトが快適だ

と感じる要素に挙げられるが、本研究では自然要素を制御

することで、住宅内で生活する人の温熱感覚による快適性

に焦点を絞って調査、考察を進めた。ただし、開放感が確

保されていることが把握できるよう、採光面についても分析

要素に含めた。 

2-3．分析方法 

まず、選定した事例ごとにデータシートを作成する。デ

ータシートには事例建築の詳細や概要、自然要素の制御

原理を図面化したものを記載する。また、自然要素に影響

を与える建築的手法、その手法によって起こる効果を記載

し、その手法はパッシブ手法であるか、または設備機器に

よるアクティブ手法なのかを分別した。 

調査した事例建築のデータシートから、建築的手法と自

然要素の制御原理のマトリクス表を作成し、現在のパッシ

ブ手法の傾向を把握した。 

3333．．．．研究結果研究結果研究結果研究結果    

選定した事例中、空間・配置構成では 12 手法、床部で

は 4 手法、屋根部では 8 手法、壁部では 21 手法の建築的

手法が見つかった。 

また、各手法を制御原理別に見ると、空間・配置構

成では、「中庭」と「吹抜け空間」の使用率が高く、採光

や室内の通風や空気循環などの効果を期待しているもの

が多い。部位では壁部、屋根部での開口部の使用頻度が

高く、「トップライト」、「ハイサイドライト」など日照を確保する

ことに重点を置いた事例が多く目立った。 

なお、採光面、通風面に比べると、集熱や蓄熱を期

待する手法は決して多くはないことがわかる。 

図 1 「山見の家」 断面図 (夏季)     図２ 「山見の家」 断面図 (冬季) 

          出典：『新建築住宅特集』2005-7, pp.74-80 
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4444．．．．考察考察考察考察    

各手法を制御原理別の統計結果から、各手法におい

ての使用頻度の要因を考察した。 

4-1．空間・配置構成について 

マトリクス表で顕著に表れた結果として、「中庭」、「吹抜

け空間」の使用率が著しく高い結果となったのは、通風や

日照を確保しやすいだけでなく、都市の密集した住宅街で

も外部からのプライバシーを確保しつつ、室内からの視覚

的な開放感を感じることができることも要因だと考えられる。

しかし、これらを設けるためには敷地はある程度の広さが

要求される。また、広めな居住スペースが設けづらく、部屋

の細分化の問題も挙げられる。そこで多少敷地が狭くとも

日照を確保できるように小規模な「ライトコート」の使用率も

上がってきているのではないだろうか。 

4—2．床部について 

 上階の床では、日照を下階に送るための「ルーバーフロ

ア」や「グレーチングフロア」の利用が見られ、プライバシー

の面を考慮し、開口部を多く設けることができない住宅に

は採光、通風確保として効果的であることがわかる。 

冬季の場合、室内の熱気は天井付近へ上昇してしまう

ため、特に「吹抜け空間」などでは補助装置として床暖房

などのアクティブ設備機器を併用する必要がある。 

4-3．屋根部について 

 「トップライト」の使用率が著しく高く、住宅密集地におけ

る日照確保を目的に多用されていると考えられる。しかし、

夏季では日射を取り込み、冬季では日射を取り込みにくい

という難点が危惧され、採光目的以外での効果は期待で

きないと思われる。一方、季節による太陽高度の違いから、

庇の長さ・傾斜によって日射の制御を狙った事例も多く挙

げられた。しかし夏季では、日射を遮る効果は期待できる

が、日照確保を軽減してしまう恐れがあると考えられる。 

4-4．壁部について 

外環境の変化を感じやすい開口部では、「ペアガラス」

にすることで断熱効果を上げることが有効と思われる。また、

冬季では「通気層」の通気口を閉じることで空気層を形成

し、外冷気からの影響を和らげて室内温度の低下を防ぐ

働きに期待ができると考えられる。 

「ハイサイドライト」では採光だけでなく、冬の太陽高度か

ら日射による集熱効果にも十分に期待でき、「吹抜け空

間」との併用が多いことも使用率が高い要因と思われる。

現在は嵌め殺し型の使用率が高いが、室内上部の熱気の

排出や室内空気の流動など、通風・換気を行うためにも開

閉式にすることが効果的だと思われる。 

5555．．．．まとめまとめまとめまとめ    

    本研究では、近年のパッシブデザインを活用した住宅の

事例を調査した。その結果は以下のようになった。 

１） 空間・配置構成では「中庭」、「吹抜け空間」、床部で

は「ルーバーフロア」、屋根部では「トップライト」、壁部

では「ハイサイドライト」が多用され、採光や通風・換気

を行うための手法は多く見られた。 

２） 冬季の「吹抜け空間」では、床部のアクティブ手法との

併用が必要であると思われる。また「トップライト」を使

用するよりも、「庇」と「ハイサイドライト」を組み合わせて、

日照・日射を制御する方が効果的だと考えられる。 

３） 夏季の昼間では蓄冷、冬季の夜間では蓄熱の活用が

必要であるが、そのような制御原理を持つ手法が少な

いことが分かった。 

４） 調査対象を建築雑誌の種類を絞ったため、偏りがある

と考えられ、より幅広い事例を調査する必要がある。 
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